
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  嫡出に関する規定の違憲決定に伴う措置(その２)       

Ｑ：先ごろ、嫡出に関する規定が違憲だと

する最高裁の判決が出て、９月４日以前か後

かによって取扱いが変わるそうですが、９月

４日以前に確定していた相続税額が変わるよ

うな場合はどのようになりますか？ 

                                              

Ａ：次のようになります。 

【解説】 

国税庁は、嫡出でない子の相続分は嫡出で

ある子の相続分の２分の１とする民法第900

条第4号ただし書前段(嫡出に関する規定)が

違憲であるとする平成25年９月４日の最高裁

の決定を受けて、平成25年９月５日以後の申

告又は処分については、この規定がないもの

として相続税額を計算することとしました。 

また、平成25年９月４日以前に相続税額が

確定しているものについて異動がある場合は、

次のように取り扱うこととしています。 

 ①更正の請求又は修正申告の場合 

  平成9月5日以後に、相続人が、財産の申告

漏れ、評価誤りなどの理由、その他相続税

で定める事由により、更正の請求書(更正の

申出書を含む)もしくは修正申告書を提出

する場合には、嫡出に関する規定がないも

のとして更正の請求又は修正申告に係る相

続税額を計算します。 

 ②更正又は決定の場合 

  平成25年9月5日以後に、税務署長が、財産

の申告漏れ、評価誤りなど の理由により、

更正又は決定を行うときには、上記①と同

様、嫡出に関する規定がないものとして相

続税額を計算します。 
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